職種：安全・環境管理　　職務：環境管理

【概要】

生産活動による環境負荷の低減や環境関連法令を遵守するために、生産・流通活動の適正な管理を行う。
【仕事の内容】

環境管理関連において的確に法を遵守し運営されているかを考慮し、環境マネジメントシステムを構築（国際規格であるＩＳＯ１４００１の認証取得等）、環境改善に取り組む。工場から排出される物質が地域環境に与える影響から、規制値に基づく大気汚染、水質汚染、産業廃棄物についての環境保全等の管理を実施し、周辺環境負荷の低減と職場環境の整備を行う。

また、設備の新設、増設、改造工事に伴い、環境への影響に配慮したものとなるよう管理、届出の必要な書類を作成し、都道府県をはじめとする地方自治体や所轄の消防局や消防署へ申請を行う。
【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

（2） 世の中の環境への影響に対する関心の高まりを受け、国際的な環境管理システム（ＩＳＯ１４００１）の認証取得等を進める企業が増えており、これらの知識を習得する必要がある。
（3） 企業に求められる環境保全という社会的使命を担っている業務であり、環境問題等に関心をもち、使命感をもって技能向上、職務にあたる姿勢が必要である。

（4） 横断的なプロジェクトチーム等による環境管理業務遂行、環境管理組織の強化等、全社的な連携、風土づくりが重要となるため、専門スキルとともに協調性やコミュニケーション力も必要である。
【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者　　甲種／乙種（４類）

・高圧ガス製造保安責任者　　

　　甲種（化学・機械）／乙種（化学・機械）／冷凍機械（１種・２種・３種）

・ボイラー技士（特級・１級・２級）
・公害防止管理者

　　　水質（１種・３種）／大気（１種・３種）／粉じん（特定・一般）

　　／騒音・振動／主任管理者

・環境計量士（濃度／騒音・振動）

・エネルギー管理士（熱分野・電気分野）

＊平成18年4月の法改正では、熱と電気の両方の知識を持ったエネルギー管理士の免状保持者がエネルギー管理者として選任される

・衛生管理者（１種・２種）

・情報処理技術者試験（ソフトウェア開発技術者・基本情報技術者）

・酸素欠乏危険作業主任者２種

・化学設備関係第１種圧力容器取扱作業主任者

・普通第１種圧力容器取扱作業主任者

・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質作業主任者

・日赤救急法指導員

・内部品質監査員養成講習

　　・内部環境監査員養成講習
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０４２　化学技術者

　　０７１　その他の技術者

　　５２２　石油精製オペレーター

